平成３０年（社）全国ペット霊園協会関西ブロック会議議事録
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
　　日時：2018年月3月1日（木）
         
　　　　　
    ＰＭ16:00～ＰＭ18:00
                           場所：アパホテル京都駅前
出席者
北白川ペット霊園　　羽場進一
ひらかた動物霊園　　中澤昭良
大阪稲荷山動物霊園　山川幸男　林陽司
宝塚動物霊園　　　　長井秀和
さんだ動物霊園　　　渡邊弘仙
鈴蘭台ペットメモリアルパーク　　南谷晶子
室生ペット霊園　　　森下一利
動愛園　　　　　　　河本一成

広島ペット霊園　　　下田広宣
懇親会　賛助会員　４社５名参加
議題
１　参加者紹介
２　第１２期総会の報告が行われた
３　今年度勉強会の案内
６月１３日　京都　新都ホテルにて開催
内容については、今後の理事会で決定していくことの報告
４　今後の勉強会について
後継者問題
害獣駆除の火葬についての対応法　などの意見が出た
５　今後のブロック会議について
３ブロック合同の会議では、開催地までの距離などで参加者数の減少が目立ってきた。
参加しやすく、より地域ごとの情報交換ができるように、合同ではなくブロックごと
に開催してはどうかと提案。
今回は関西ブロックのみの出席となったので、他ブロックの意見は集約できなかった
が、関西ブロックにおいては大阪や会員数の多い兵庫県で開催することも検討する。
開催場所、議事内容は、幹事を交代にして持ち回りで行ってはどうかとの意見も出た。
６　昨年閉園した「宝塔」その後の対応について（中澤監査）
　　スライドにより、宝塔の閉鎖の問題発覚からひらかた動物霊園での遺骨の受け入れま
での風評被害、慰霊碑立塔の献身的な努力を報告・説明していただいた。
また、その後枚方市で検討されている条例案についても説明していただいた。
７　最近のペット産業会の動向（長井理事）
　　昨年末から、韓国からの霊園視察が３件あった。現在、韓国（人口・約5200万人）ではペットは品物の扱いとなっており、動物の死骸を個人が焼却したり地面に埋めたりすることは違法。亡くなるとゴミ袋に入れて処分している。ペット人口は１０００万人あり、全国でペットの葬儀施設は３６カ所（許可19、無許可17）存在する。視察目的は、今後ペット葬祭の需要が増えるとの見解からのようである。
国内においては、近年、移動火葬業者が台頭してきたことと、大手資本がペット葬祭に手を出し始めたことの報告をしていただいた。
８　近況報告（下田理事）
　　２年前に閉園した霊園を借りて拠点活動をしている。今後、閉園する霊園も出てくると思うので、事業拡大として複数拠点での営業も検討してみてはどうかとの報告をしていただいた。　
９　その他
　　動愛園　河本さん　近年、移動火葬業者が、固定炉業者と同じようなサービスを始め
ているとの報告をしていただいた。
